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は
じ
め
に

　

城
下
町
の
町
人
が
負
担
し
た
経
費
に
町
役
と
「
諸
繋
諸
掛
」
が
あ
っ
た
。
町
役
に

つ
い
て
は
、
長
谷
川
成
一
「
弘
前
城
下
に
つ
い
て）

1
（

」
で
は
、
城
下
に
屋
敷
を
所
持
す

る
町
人
に
課
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
地
子
銀
・
出
人
足
・
時
鐘
茂
合
・
木
戸
番
・
伊
勢

太
々
神
楽
へ
の
出
銭
が
あ
り
、
な
か
で
も
屋
敷
地
に
賦
課
し
た
地
子
銀
と
出
人
足
は

町
役
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

  

そ
れ
で
は
、
八
戸
城
下
で
は
、
町
役
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
っ

た
ろ
う
か
。
八
戸
城
下
研
究
で
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
長
く
論
じ
ら
れ
て
い
な

か
っ
た）

2
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
『
新
編
八
戸
市
史
』
や
『
青
森
県
史
』
な
ど
の
資
料
集
が
相
次

い
で
刊
行
さ
れ
る
に
及
び
、
町
役
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
史
料
が
散
見
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
町
役
の
全
体
像
や
負
担
の
具
体
像
は
よ
く
み
え
な
い
が
、
本
稿
で
は
、

こ
れ
ら
の
史
料
を
手
掛
か
り
に
し
て
八
戸
城
下
に
お
け
る
町
役
と
は
何
か
を
検
討
し

て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
弘
前
城
下
と
違
っ
て
八
戸
城
下
に
は
ま
と
ま
っ
た
史

料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
個
々
の
史
料
が
相
互
関
連
な
く
バ
ラ
バ
ラ
に
散
在
し
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。

城
下
町
八
戸
に
お
け
る
町
人
負
担 

―
町
役
と
諸
繋
諸
掛

三　

浦　

忠　

司

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
八
戸
城
下
に
お

け
る
町
役
の
全
体
像
に
迫
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
城
下
成
立
直
後
の
町
役
と
城
下
新
規
編
入
時
の
町
役

　

ま
ず
町
役
の
手
掛
か
り
と
し
て
は
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
幕
府
巡
見
使
が

来
国
し
た
際
、
八
戸
藩
が
作
成
し
た
想
定
問
答
集
が
あ
る）

3
（

。
藩
で
は
、
町
役
を
巡
見

使
か
ら
尋
ね
ら
れ
た
場
合
に
は
、
町
役
の
ほ
か
、
急
用
の
場
合
は
御
屋
敷
人
足
を
出

し
、
そ
の
ほ
か
は
手
前
た
ち
の
火
の
用
心
の
た
め
に
人
足
を
出
し
て
い
る
と
答
え
よ

と
指
示
し
て
い
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
町
役
と
は
藩
の
求
め
や
町
の
必
要
に
応
じ
て
労

働
人
足
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
、
当
町
役
之
儀
御
尋
被
成
候
者
、
町
役
之
外
差
懸
急
用
候
得
ハ
、
間
ニ
御
屋

敷
人
足
出
シ
候
之
様
に
承
候
、
聢
と
ハ
不
存
候
由
可
申
上
、
其
外
者
町
役
手

前
之
火
用
心
等
出
シ
申
事
ニ
御
座
候
由
可
申
上
事
、

 

（「
御
巡
見
様
御
通
之
節
所
々
御
尋
之
時
分
申
上
候
御
答
覚
帳
」）

　

そ
し
て
、 
八
戸
城
下
成
立
直
後
の
町
役
と
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
下
大
工
町

が
城
下
に
編
入
さ
れ
た
時
の
町
役
に
つ
い
て
、「
目
付
所
例
書　

坤
」
の
「
八
三　
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町
役
之
事
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る）

4
（

。

　
　

（
年
月
日
欠
）

一
、
三
日
町
よ
り
上
、
根
城
町
、
八
日
町
よ
り
下
、
新
井
田
町
と
申
す
、
六
拾

年
程
ハ
十
九
日
根
城
町
、
十
一
日
新
井
田
町
相
勤
候
所
、
右
ニ
て
も
新
井
田

町
続
兼
候
て
、
惣
廻
ニ
相
勤
候
由
、
依
て
以
前
ハ
町
役
十
九
・
十
一
之
割
と

言
、
根
城
町
庄
屋
役
所
三
ノ
字
、
新
井
田
町
八
ノ
字
也
、（
以
下
略
）

文
化
二
（
月
日
欠
）

一
、
下
大
工
町
丁
内
庄
屋
掛
被
仰
付
候
事
、

一
、
下
大
工
町
役
之
義
ハ
、
御
台
所
御
味
噌
搗
之
節
、
洗
番
斗
罷
出
、
右
壱
ヶ

年
三
度
程
ニ
有
之
候
、
外
ニ
御
登
并
法
霊
御
神
事
之

役
罷
出
候
由
、
庄
屋

相
尋
記
置
、

　

年
月
日
欠
の
史
料
は
城
下
成
立
直
後
の
町
の
状
況
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
記
さ
れ
て
い
る
「
町
役
」
と
は
庄
屋
な
ど
の
町
役
人
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
か
、

あ
る
い
は
役
負
担
の
町
役
の
こ
と
か
は
判
然
と
し
な
い
点
も
あ
る
が
、
文
言
通
り
役

負
担
の
町
役
と
解
釈
す
る
と
、
三
日
町
よ
り
上
は
根
城
町
と
い
い
、
八
日
町
よ
り
下

は
新
井
田
町
と
称
し
た
。
藩
成
立
後
六
〇
年
ほ
ど
は
、
根
城
町
が
一
九
日
町
役
を
勤

め
、
残
り
一
一
日
は
新
井
田
町
が
勤
め
て
き
た
。
こ
れ
を
「
町
役
十
九
・
十
一
之
割
」

と
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
商
勢
が
劣
る
新
井
田
町
一
町
だ
け
で
町
役
を
負
担
す
る
の

は
困
難
な
の
で
、
全
町
内
が
「
惣
廻
」
で
町
役
を
均
等
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
町
役
は
一
町
内
だ
け
の
負
担
で
は
な
く
、
全
町
内
で

負
担
す
る
も
の
が
町
役
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

  

さ
ら
に
文
化
二
年
の
史
料
は
、
下
大
工
町
が
町
奉
行
配
下
の
庄
屋
支
配
と
な
り
、

城
下
に
編
入
さ
れ
た
際
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
下
大
工
町
の
町
役
は
、
城
中

の
御
台
所
で
味
噌
搗
す
る
際
、
一
年
に
三
回
ほ
ど
「
洗
番
」
に
人
足
を
差
し
出
す
こ

と
、
ほ
か
に
藩
主
が
江
戸
参
府
す
る
行
列
と
法
霊
祭
礼
の
御
神
事
行
列
に
は
、「

役
」（
舁
役
か
）
の
人
足
を
出
す
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
う
す
れ
ば
、
城
下
に
新
規
編
入
し
た
下
大
工
町
の
町
役
は
、
城
中
御
台
所
の
味

噌
搗
の
洗
番
、
お
よ
び
江
戸
参
府
と
法
霊
祭
礼
の
御
神
事
行
列
の
担
ぎ
人
足
を
供
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
労
働
力
の
人
足
提
供
が
町
役
の
内

容
と
な
っ
て
い
た
。

　

な
お
味
噌
搗
洗
番
の
役
務
は
、
後
述
す
る
「
御
町
役
御
伝
馬
諸
人
足
名
目
書
上
覚
」

に
見
え
る
城
中
御
台
所
の
「
御
味
噌
搗
」
に
関
わ
る
業
務
で
あ
っ
た
ろ
う
。

二
、
伝
馬
と
諸
人
足
の
町
役

　

藩
政
時
代
中
期
に
お
け
る
八
戸
藩
の
町
役
に
つ
い
て
は
、
延
享
二
年（
一
七
四
五
）

一
一
月
「
御
町
役
御
伝
馬
諸
人
足
名
目
書
上
覚）

5
（

」
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
伝
馬
役

な
ど
数
多
く
の
出
人
足
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
町
は
こ
れ
ら
の
役
務
に
労
働
力
た
る

人
足
を
供
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　

御
町
役
御
伝
馬
諸
人
足
名
目
書
上
覚

一
、
御
伝
馬
被
仰
付
次
第

一
、
御
駕
籠
舁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
断

一
、
御
手
振　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
断

一
、
諸
賃
伝
馬
駕
籠
舁　
　
　
　
　
　
　
　

同
断

一
、
壱
里
御
状
持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
断

一
、
御
前
米
拾　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
人
宛
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下
御
台
所
へ
被
仰
付
次
第
、

一
、
御
米
打
御
人
足　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
箕
吹
御
人
足　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
御
餅
搗
御
人
足　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
御
寒
さ
ら
し
と
き
つ
け
御
人
足　
　
　

右
同
断

一
、
御
醬
油
御
用
水
汲
塩
せ
ん
じ
御
人
足　

右
同
断

一
、
御
麦
搗
御
人
足　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
御
味
噌
搗　

但
御
搗
合
之
節
共
に
被
仰
付
候
次
第
、

一
、
同

番
三
人
宛　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
為
登
御
味
噌
諸
人
足　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
同
御
俵
仕
御
人
足　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
大
豆
小
豆
拾
御
人
足　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
御
白
味
噌
搗
合
御
人
足　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
御
蕎
麦
引
御
人
足　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
御
手
洗
粉
引
御
人
足　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
御
ひ
し
を
御
用
御
人
足　
　
　
　
　
　

右
同
断

　
　

但
水
汲
塩
せ
ん
じ

一
、
油
〆
御
用
御
人
足　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
同
袋
ぬ
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
御

つ
ふ
し
御
人
足　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
御
柿
つ
ふ
し
御
人
足　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
御
大
根
洗
御
人
足　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
同
漬
御
人
足　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
端
午
御
粽
御
用
人
足　

但
草
揃
御
餅
搗
共

一
、
御
出
候
節
御
た
き
出
し
御
人
足

　
　

但
割
子
そ
う
し
御
喰
た
き
手
伝

一
、
晦
日
御
手
伝
御
人
足

　
　

但
御
味
噌
出
し
御
渡
物
御
手
伝

一
、
は
か
り
者　

但
御
為
登
ミ
そ
御
引
渡
候
節
、

一
、
御
台
所
御
奉
行
御
代
り
之
節
御
引
渡
御
用
人
足　

右
同
断

　
　

右
者
下
御
台
所
へ
被
仰
付
次
第
差
上
候
、

一
、
御
蔵
御
用
人
足　

毎
月
廿
九
日
晦
日
両
日
共
五
拾
人
宛
差
上
申
候
、

一
、
御
蔵
御
そ
う
し
御
人
足
被
仰
付
候
次
第
、

一
、
箕
ふ
き
御
人
足　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
御
蔵
御
奉
行
御
代
之
節
御
引
渡
御
用
人
足　

右
同
断

一
、
は
か
り
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

　
　

右
者
御
蔵
江
差
出
申
候
、

一
、
御
発
駕
御
下
向
候
節
御
伝
馬
御
人
足
被
仰
付
次
第
、

　
　

尤
か
き
役
ニ
相
出
申
候
、

一
、
御
出
之
節
御
人
足
被
仰
付
次
第
、

一
、
御
献
上
御
荷
物
御
人
足　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
下
御
料
理
人
被
仰
付
次
第
、

一
、
下
配
膳
給
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
下
御
給
仕
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
御
門
松
迎
御
伝
馬
御
人
足　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
御
幸
木
立　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
人
宛
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一
、
御
門
松
立　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
人
宛

一
、
御
引
御
人
足　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
人
宛

一
、
御
煤
下
し
御
人
足
被
仰
付
次
第
、

一
、
雪
は
き
御
人
足　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
根
城
御
隔
流
（
流
鏑
ヵ
）
馬
之
節
御
人
足

　
　

但
八
月
九
日
よ
り
同
十
四
日
迄
的
立
矢
取
御
人
足　

三
人
宛

一
、
御
制
札
御
普
請
有
之
節
御
人
足
被
仰
付
次
第
、

一
、
法
霊
御
湯
立
之
節

火
焼
被
仰
付
次
第
、

一
、
明
屋
番
人
被
仰
付
次
第
、

一
、
御
会
所
御
寄
合
之
節
御
人
足

一
、
御
町
せ
き
口
御
普
請
人
足

一
、
御
町
所
々
橋
普
請
御
人
足

一
、
牢
屋
御
普
請
有
之
節
御
人
足
被
仰
付
次
第
、

一
、
御
追
放
者
有
之
節
御
人
足

一
、
御
仕
置
者
有
之
節
御
人
足

一
、
大
橋
御
普
請
之
節
砂
理
持
御
人
足

　
　

但
洪
水
之
節
被
仰
付
次
第
、

　
　
　

町
内
役
覚

一
、
櫓
番
弐
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
春
計

一
、
自
身
番
弐
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
本
町
新
町
辻
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
昼
番
壱
人
宛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晦
日
相
廻
申
候
、

一
、
夜
廻
三
人
宛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
は
し
こ
番
弐
人
宛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
、
は
た
番
て
う
ち
ん
番
壱
人
宛　
　
　
　
　
　

右
同
断

右
之
通
御
座
候
、
外
ニ
諸
掛
り
候
度
人
足
被
仰
付
次
第
相
出
申
候
、
以
上
、

　
　
　

延
享
二
丑
年
十
一
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
や　
　

吉
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　

伝
兵
衛

　
　

及
川
友
右
衛
門
様

　
　

戸
来
又
三
郎
様

　

町
役
の
特
徴
を
み
る
た
め
に
、
項
目
ご
と
に
分
類
し
た
の
が
町
役
一
覧
（
表
1
）

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
町
役
の
主
な
も
の
は
、
①
交
通
輸
送
関
係
―
公
用
の
人

や
物
を
運
ぶ
伝
馬
人
足
や
参
勤
交
代
時
の
駕
籠
・
荷
物
持
人
足
、
公
用
馬
の
口
取
り

や
一
里
状
運
搬
な
ど
の
人
足
、
②
城
中
年
中
行
事
関
係
―
城
中
行
事
の
飾
立
の
人

足
、
③
神
事
関
係
―
根
城
流
鏑
馬
や
法
霊
社
神
事
に
使
用
す
る
人
足
、
④
裁
判
関
係

―
会
所
寄
合
や
牢
屋
普
請
の
人
足
、
仕
置
従
事
の
人
足
、
⑤
町
普
請
関
係
―
用
水

堰
・
橋
・
制
札
の
修
繕
人
足
、
⑥
城
中
御
台
所
・
御
蔵
関
係
―
城
中
御
台
所
の
食
料

調
製
準
備
や
御
蔵
の
維
持
管
理
の
人
足
な
ど
で
あ
り
、
町
内
役
に
関
わ
る
も
の
で
は
、

町
内
に
設
置
す
る
自
身
番
・
辻
番
・
火
の
見
櫓
番
や
夜
回
り
な
ど
の
防
火
に
従
事
す

る
人
足
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

町
役
の
種
類
と
し
て
は
、
数
量
的
に
は
、
城
中
の
御
台
所
や
御
蔵
関
係
業
務
を
手

伝
う
単
純
労
務
の
人
足
が
多
か
っ
た
が
、
重
要
度
か
ら
い
え
ば
、
領
内
の
人
や
物
の

輸
送
を
担
う
伝
馬
や
参
勤
時
の
荷
物
輸
送
に
駆
り
出
さ
れ
る
人
足
の
負
担
割
合
が
大
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表 1 　町役一覧

交通輸送関係 供出人数 城中御台所・御蔵関係 供出人数

1 御伝馬 命令数 1 御前米拾 10

2 御駕籠舁 命令数 2 御米打御人足 命令数

3 御手振 命令数 3 箕吹御人足 命令数

4 諸賃伝馬駕籠舁 命令数 4 御餅搗御人足 命令数

5 壱里御状持 命令数 5 御寒さらしときつけ御人足 命令数

6 御発駕御下向候節御伝馬御人足 命令数 6 御醬油御用水汲塩せんじ御人足 命令数

7 御出之節御人足 命令数 7 御麦搗御人足 命令数

8 御献上御荷物御人足 命令数 8 御味噌搗 命令数

9 同 番三人宛 命令数

城中年中行事関係 供出人数 10 為登御味噌諸人足 命令数

1 御門松迎御伝馬御人足 命令数 11 同御俵仕御人足 命令数

2 御幸木立 30 12 大豆小豆拾御人足              命令数

3 御門松立 30 13 御白味噌搗合御人足 命令数

4 御引御人足 30 14 御蕎麦引御人足 命令数

5 御煤下し御人足 命令数 15 御手洗粉引御人足 命令数

6 雪はき御人足 命令数 16 御ひしを御用御人足    命令数

17 油〆御用御人足 命令数

神事関係 供出人数 18 同袋ぬい 命令数

1 根城御流鏑馬之節御人足 3 19 御 つふし御人足 命令数

2 法霊御湯立之節 火焼 命令数 20 御柿つふし御人足 命令数

21 御大根洗御人足 命令数

裁判関係 供出人数 22 同漬御人足 命令数

1 御会所御寄合之節御人足 命令数 23 端午御粽御用人足 命令数

2 牢屋御普請有之節御人足 命令数 24 御出候節御たき出し御人足 命令数

3 御追放者有之節御人足 命令数 25 晦日御手伝御人足 命令数

4 御仕置者有之節御人足 命令数 26 はかり者 命令数

5 明屋番人 命令数 27 御台所御奉行御代り之節御引渡御用人足 命令数

28 御蔵御用人足 50

町普請関係 供出人数 29 御蔵御そうし御人足 命令数

1 御町せき口御普請人足 命令数 30 箕ふき御人足 命令数

2 御町所々橋普請御人足 命令数 31 御蔵御奉行御代之節御引渡御用人足 命令数

3 大橋御普請之節砂理持御人足 命令数 32 はかり者　御蔵江差出 命令数

4 御制札御普請有之節御人足 命令数 33 下御料理人 命令数

34 下配膳給人 命令数

町内役関係 時　期 35 下御給仕人 命令数

1 櫓番弐人 春

2 自身番弐人 春

3 本町新町辻番 春

4 昼番壱人宛　晦日相廻 春

5 夜廻三人宛 春

6 はしこ番弐人宛 春

7 はた番てうちん番壱人宛 春
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き
か
っ
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
城
内
の
勤
労
に
関
わ
る
諸
雑
用
人
足
を
除
く
と
、
領
内

運
輸
や
参
勤
時
の
荷
物
輸
送
と
い
っ
た
公
務
的
人
足
役
提
供
が
町
役
の
重
要
な
任
務

と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

藩
か
ら
徴
発
さ
れ
る
人
足
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
役
の
種
類
に
応
じ
て
「
被
仰
付

候
次
第
」
の
人
数
を
供
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
あ
ら
か
じ
め
一
〇
人
・
三
〇

人
宛
な
ど
と
決
め
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
藩
が
命
じ
る
人
足
数

を
町
で
は
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
常
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
伝
馬
継
立
や
一
度
に
大
量
の
人
馬
が
動
員

さ
れ
る
参
勤
時
の
荷
物
輸
送
に
あ
た
っ
て
は
、
命
令
さ
れ
る
人
足
数
を
常
に
供
出
す

る
こ
と
は
、
城
下
町
内
で
は
、
常
に
過
重
負
担
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

  

伝
馬
役
を
城
下
で
負
担
し
て
い
た
町
は
、
表
町
（
本
町
）
の
廿
三
日
町
中
頃
か
ら

廿
八
日
町
ま
で
の
町
域
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
天
保
五
年
（
一
八
三

四
）
諸
繋
諸
掛
「
書
上
」
に
、「
廿
三
日
町
中
頃
廿
八
日
町
作
十
郎
居
候
屋
敷
迄
」

は
「
本
伝
馬
通
」
と
見
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
町
域
は
「
本
伝
馬
・

駄
賃
伝
馬
・
場
所
伝
馬
外
」
に
「
諸
繋
諸
掛
」
の
小
役
を
課
さ
れ
る
場
所
で
も
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
町
々
が
「
本
伝
馬
通
」
に
指
定
さ
れ
た
理
由
は
、
裏
町
な
ど
に
比
べ

て
、
経
済
力
が
あ
り
、
藩
を
代
表
す
る
特
権
商
人
た
ち
が
数
多
く
居
住
し
て
い
た
こ

と
に
よ
る
が
、
過
重
負
担
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
史
料
が
な
い
た
め

は
っ
き
り
し
な
い
。

　

ま
た
城
中
の
「
御
味
噌
搗
」
に
つ
い
て
は
、「
被
仰
付
候
次
第
」
の
人
足
を
出
す

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
先
述
し
た
通
り
下
大
工
町
が
城
下
に
編
入
さ
れ
た

文
化
二
年
時
に
は
、
味
噌
搗
の
「
洗
番
」
人
足
を
一
年
に
三
度
出
す
こ
と
が
条
件
と

さ
れ
て
い
た
か
ら
、
下
大
工
町
が
ま
ず
最
初
に
そ
の
人
足
が
徴
発
さ
れ
る
町
で
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
で
は
、
八
戸
城
下
で
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
各
町
内
に
町
役
を
負
担
さ
せ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
ま
た
、
労
役
提
供
に
代
え
て
人
足
代
金
を
徴
収
し

て
い
た
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
御
町
役
御
伝
馬
諸
人
足
名
目
書
上
覚
」
は
、「
被
仰
付

候
次
第
」
の
人
足
数
を
ど
こ
の
町
内
が
ど
れ
だ
け
割
り
当
て
ら
れ
た
か
、
そ
れ
に
代

わ
る
人
足
代
金
の
徴
収
は
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
書
き
上
げ

て
い
な
い
。

  

他
の
城
下
町
で
は
、
町
内
に
お
け
る
負
担
の
仕
組
み
は
、
一
軒
役
を
担
う
役
家
を

基
本
と
し
て
編
成
し
、
町
の
家
数
が
ほ
ぼ
役
数
と
な
り
、
町
々
を
上
・
中
・
下
と
区

分
し
て
年
間
人
足
数
を
定
め
て
い
た
。
一
軒
役
の
間
口
軒
数
は
四
間
と
か
六
間
と
か

を
基
準
に
算
定
し
た
と
い
う）

6
（

。

　

弘
前
城
下
の
場
合
は
、
人
足
負
担
は
城
下
の
町
々
を
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
に

上
、
中
ノ
上
、
中
、
下
、
下
々
の
五
段
階
に
分
け
、
上
役
一
軒
か
ら
年
間
九
六
人
、

下
々
役
は
六
六
人
の
出
人
足
が
定
め
ら
れ
、
総
家
数
七
六
三
軒
が
人
足
を
負
担
し
て

い
た
。
そ
の
後
、
人
足
役
は
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
に
地
子
銀
納
へ
変
わ
り
、

さ
ら
に
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
に
人
足
役
へ
再
転
換
し
て
い
る）

7
（

。

　

し
か
れ
ば
、
八
戸
城
下
で
は
、
一
軒
役
の
基
準
単
位
を
は
じ
め
、
町
内
ご
と
の
年

間
人
足
数
や
徴
発
人
数
と
い
っ
た
負
担
の
具
体
的
な
内
容
や
仕
組
み
、
さ
ら
に
は
時

代
の
推
移
に
よ
る
人
足
徴
発
の
銭
納
化
へ
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
は
、
引
用
史
料
以

外
に
史
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
た
め
、
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
今
後
の
究
明
課

題
と
な
る
。

　

こ
こ
で
、
伝
馬
役
に
つ
い
て
さ
ら
に
触
れ
る
と
、
八
戸
城
下
の
中
心
街
に
置
か
れ
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た
八
戸
駅
に
は
、
藩
政
時
代
後
期
に
は
、
一
日
に
人
足
二
人
、
馬
二
疋
を
伝
馬
と
し

て
常
駐
さ
せ
て
い
た
。
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）「
八
戸
南
部
領
分）

8
（

」
に
よ
れ
ば
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

尤
八
戸
駅
場
、
寄
人
馬
一
日
人
弐
人
、
馬
弐
疋

右
継
立
人
馬
多
之
節
加
勢
、
表
町
廿
三
日
町
・
十
三
日
町
・
三
日
町
・
八
日
町
・

十
八
日
町
・
廿
八
日
町
、
六
町
よ
り
差
出
、
何
程
ニ
而
も
御
定
之
外
、
相
対
賃

銭
割
増
等
無
御
座
候
、

　

こ
れ
ら
の
人
足
二
人
、
馬
二
疋
の
常
駐
は
、
町
役
と
し
て
先
に
引
用
し
た
「
御
町

役
御
伝
馬
諸
人
足
名
目
書
上
覚
」
に
よ
っ
て
「
本
伝
馬
通
」
た
る
廿
三
日
町
中
頃
か

ら
廿
八
日
町
ま
で
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
人
馬
の
数
で
は
、

藩
主
が
参
勤
交
代
に
出
発
し
た
り
、
国
元
に
到
着
し
た
時
に
は
、
全
く
不
足
を
き
た

す
た
め
「
加
勢
人
馬
」
が
必
要
と
な
っ
た
。「
八
戸
南
部
領
分
」
で
は
、
不
足
を
補

う
た
め
に
、
廿
三
日
町
・
十
三
日
町
・
三
日
町
・
八
日
町
・
十
八
日
町
・
廿
八
日
町

の
六
町
か
ら
「
加
勢
」
が
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
六
町
は
「
本

伝
馬
通
」
の
町
内
で
あ
り
、
こ
こ
が
本
伝
馬
と
と
も
に
、
加
勢
伝
馬
も
す
る
こ
と
に

な
る
と
二
重
の
負
担
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
六
町
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
割
合
で
各
町
内
で
人
馬
を
提

供
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
金
銭
を
納
入
し
て
人
馬
を
雇
う
こ
と
に
し
た
の
か
な
ど
、

そ
の
伝
馬
継
立
の
具
体
的
な
様
相
に
つ
い
て
は
、
裏
付
け
る
史
料
が
欠
け
て
い
る
た

め
不
明
な
点
が
多
い
。

　

な
お
「
御
町
伝
馬
」
が
充
分
で
な
い
場
合
に
は
周
辺
の
村
々
に
加
勢
を
命
じ
た
。

天
保
四
年（
一
八
三
三
）七
月
一
一
日
・
一
二
日
条
八
戸
藩
勘
定
所
日
記
に
は
、
浦
々

に
異
国
船
が
出
没
し
「
一
ノ
手
」
の
軍
勢
が
出
勢
す
る
際
、
売
市
・
笹
子
村
に
一
八

疋
、
糠
塚
・
沼
館
・
類
家
村
に
一
七
疋
の
加
勢
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
前
述
の
ご
と
く
町
役
負
担
の
具
体
的
内
容
や
仕
組
み
は
不
詳
で
あ
る
が
、

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
一
二
月
に
町
家
約
三
二
〇
軒
が
焼
失
し
た
大
火
の
際
に
は
、

焼
失
者
書
き
上
げ
の
中
に
町
役
の
記
事
が
見
え
て
い
る
。
元
治
元
年
一
二
月
二
八
日

条
八
戸
藩
目
付
所
日
記
に
よ
る
と
、
廿
六
日
町
北
側
に
「
右
拾
壱
間
五
尺
五
寸
之
内

町
役
相
勤
来
候
分　

〆
九
拾
三
間
半
壱
尺
五
寸
五
分
」、
十
六
日
町
南
側
に
「
右
拾

間
五
寸
之
内
町
役
相
勤
候
分　

〆
七
拾
壱
間
壱
尺
」
な
ど
と
、
焼
失
家
屋
の
町
内
合

計
間
数
に
町
役
の
内
訳
を
記
入
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
十
六
日
町
分
大
塚
屋

横
丁
東
側
に
は
、「
表
口
四
間　

喜
兵
衛　

内
弐
ヶ
月
町
役
勤
月
」、
廿
六
日
町
分
同

丁
西
側
に
は
「
表
口
五
間
七
寸　

源
六　

内
弐
ヶ
月
半
町
役
勤
月
」
な
ど
と
、
町
内

の
町
人
個
人
が
町
役
を
勤
め
た
月
数
を
書
き
上
げ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
町
役
記
事
は
断
片
的
な
記
述
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う

な
意
図
を
も
っ
て
書
き
上
げ
ら
れ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
町
役
記
事
の
あ
る

町
内
は
、
個
人
の
場
合
も
含
め
て
い
ず
れ
も
裏
町
や
城
下
端
に
あ
る
町
に
限
ら
れ
て

い
る
。
裏
町
は
表
町
と
比
べ
る
と
、
後
述
の
町
経
費
負
担
と
同
様
、
町
役
は
軽
減
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
町
役
が
減
免
さ
れ
て
い
る
家
々
も

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
焼
失
者
の
町
役
書
き
上
げ
の
文
末
に
は
、「
右
小
間
壱
間
金
三
歩
被
成
下

候
分
」
と
金
三
歩
の
助
成
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
助
成
金
に
着
目
す

れ
ば
、
町
役
の
記
事
は
、
表
町
の
助
成
金
は
金
一
両
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、

町
役
を
多
く
負
担
し
て
い
る
表
町
に
対
し
て
負
担
が
少
な
い
裏
町
や
城
下
端
の
町
内

に
あ
っ
て
は
、
救
済
資
金
に
差
を
設
け
よ
う
と
す
る
意
図
を
も
っ
て
、
藩
で
は
、
町

役
間
数
や
町
役
勤
め
月
数
を
書
き
上
げ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
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れ
る
。

　

ま
た
町
役
記
事
に
つ
い
て
い
え
ば
、
町
内
個
人
が
町
役
を
勤
め
た
月
数
を
書
き
上

げ
て
い
る
の
は
、
借
家
層
が
増
加
し
た
こ
と
に
関
連
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る）

9
（

。

元
治
元
年
一
二
月
の
大
火
は
藩
政
時
代
最
末
期
の
記
録
で
あ
る
が
、
こ
の
大
火
が
起

き
る
直
前
の
四
月
に
は
、
城
下
中
心
街
の
一
角
を
占
め
る
八
日
町
の
ほ
と
ん
ど
が
焼

失
す
る
と
い
う
火
事
が
起
き
て
い
た
。
こ
の
火
事
で
は
、
八
日
町
全
家
数
四
四
軒
の

う
ち
四
〇
軒
が
焼
失
し
て
い
る
。
内
訳
は
四
〇
軒
の
う
ち
持
家
が
一
七
軒
、
借
家
が

こ
れ
を
上
回
る
二
三
軒
と
な
っ
て
い
た）

10
（

。
藩
政
時
代
最
末
期
の
中
心
街
に
お
い
て
は
、

借
家
の
占
め
る
割
合
が
六
割
を
超
え
る
ほ
ど
の
状
況
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
借
家
層
の
増
加
と
持
家
層
の
減
少
と
い
う
住
構
造
の
変
化
が
城
下
各
町
内
で

起
き
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
藩
に
と
っ
て
は
、
町
役
の
減
少
と
い
う
ゆ
ゆ
し
き
事
態

に
立
ち
至
る
の
で
、
町
内
個
人
ご
と
に
町
役
の
勤
め
月
数
を
調
べ
上
げ
た
と
い
う
こ

と
も
推
測
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
町
役
間
数
や
町
役
勤
め
月
数
を
藩
当
局
が
書

き
上
げ
た
意
図
は
不
明
で
あ
る
。

三
、
町
経
費

　

前
述
し
た
町
役
は
藩
に
対
す
る
町
の
負
担
で
あ
っ
た
が
、
城
下
の
人
々
が
町
の
自

治
に
充
て
る
た
め
に
出
し
合
っ
た
共
同
体
の
諸
経
費
が
あ
る
。
そ
れ
が
「
諸
繋
諸
掛
」

で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
町
入
用
費
に
あ
た
る
。

  

天
保
五
年
五
月
諸
繋
諸
掛
「
書
上）

11
（

」
に
よ
れ
ば
、
城
下
の
各
町
内
は
一
律
に
経
費

を
負
担
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
町
内
の
経
済
力
に
応
じ
て
四
通
り
に
町
域
が
区
分

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
家
間
口
に
応
じ
て
項
目
ご
と
に
金
銭
が
賦
課
さ
れ
た
。

　
　
　
　

書　
　

上

一
、
惣
門
丁
よ
り
廿
三
日
町
中
頃
善
太
郎
居
候
屋
敷
迄
、
小
間
壱
間
ニ
付
諸
繋

諸
掛
左
之
通
、

一
、
小
間
壱
間
中（

マ
マ
）り

一
、
弐
拾
九
文
四
分
四
厘　
　
　
　

御
町
堰
普
請
、
相
撲
請
負

　
　

但
四
拾
貫
百
文
元
高
割
合
小
間
中
り
、

一
、
拾
五
文
弐
分
八
厘
五
毛　
　
　

四
月
分
使
番
給
銭

　
　

但
弐
拾
貫
百
文
元
高
割
合

一
、
拾
五
文
弐
分
八
厘
五
毛　
　
　

八
月
分
右
同
断

　
　

但
弐
拾
貫
百
文
元
高
割
合

一
、
拾
五
文
弐
分
八
厘
五
毛　
　
　

十
二
月
分
右
同
断

　
　

右
同
断

一
、
五
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蝋
燭
繋

　
　

但
未
月
年
ハ
五
文
半
取
立
仕
候
、

一
、
九
文
六
分
壱
厘
八
毛　
　
　
　

堰
御
検
分
御
賄
入
方

　
　

但
拾
三
貫
文
程
元
高

　

右
ハ
定
式
無
御
座
候
得
共
、
荒
増
都
合
如
斯
、

一
、
五
分
七
厘
三
毛　
　
　
　
　
　

御
制
札
番
足
留
銭

　
　

但
壱
貫
五
百
文
元
高

　

右
ハ
三
貫
文
之
内
壱
間
五
百
文
御
上
様
よ
り
御
下
ケ
残
り
如
斯
、

一
、
壱
文
壱
分
壱
厘　
　
　
　
　
　

火
ノ
見
櫓
地
代
ち
ん

　
　

但
三
貫
文
元
高

一
、
五
文
七
分
程　
　
　
　
　
　
　

御
広
鋪
御
端
女
給
金
多
足

　
　

但
七
月
十
二
月
両
度
分
ニ
而
如
斯
、
定
式
無
御
座
候
、
御
上
様
よ
り
御
割
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出
次
第
割
合
仕
候
事
、

　

右
ハ
拾
五
貫
八
百
弐
拾
弐
文
元
高
、
定
式
無
御
座
候
、
御
上
様
よ
り
御
割
出

　

次
第
割
合
仕
候
事
、

一
、
弐
文
五
分　
　
　
　
　
　
　
　

壬
辰
繋

一
、
弐
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虫
祭
繋

一
、
弐
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
祭
繋

〆
小
役
場
所
人
足
雇
・
荒
捨
・
米
打
・
白
味
そ
種（

マ
マ
）々

、
百
七
文
七
分
九
厘
六
毛

一
、
廿
三
日
町
中
頃
（
よ
り
欠
ヵ
）
廿
八
日
町
作
十
郎
居
候
屋
敷
迄
、
本
伝
馬

通
小
間
壱
間
ニ
付
諸
繋
諸
掛
左
之
通
、

一
、
弐
拾
九
文
四
分
四
厘　
　
　
　

御
町
堰
御
普
請
、
相
撲
請
負
、

　
　

但
四
拾
貫
百
文
元
高

一
、
拾
五
文
弐
分
（
八
厘
欠
ヵ
）
五
毛　
　
　

使
番
給
銭
四
月
分

　
　

但
弐
拾
貫
百
文
元
高

一
、
拾
五
文
弐
分
八
厘
五
毛　
　
　

八
月
分
右
同
断

　
　

右
同
断

一
、
拾
五
文
弐
分
八
厘
五
毛　
　
　

十
二
月
分
右
同
断

　
　

右
同
断

一
、
五
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蝋
燭
繋

　
　

但
未
月
年
ハ
五
文
五
分
取
立
仕
候
、

一
、
九
文
六
分
壱
厘
八
毛　
　
　
　

堰
御
検
分
御
賄
入
方

　
　

但
拾
三
貫
文
程
元
高

　

右
ハ
定
式
無
御
座
候
得
共
荒
増
都
合
如
此
、

一
、
五
分
七
厘
三
毛　
　
　
　
　
　

御
制
札
番
足
留
銭

　
　

但
壱
貫
五
百
文
元
高

　

右
ハ
三
貫
文
之
内
壱
貫
五
百
文
、
御
上
様
よ
り
御
下
ケ
残
り
如
斯
、

一
、
壱
文
壱
分
壱
厘　
　
　
　
　
　

火
の
見
櫓
地
代
賃

　
　

但
三
貫
文
元
高

一
、
五
文
七
分
程　
　
　
　
　
　
　

御
広
敷
端
女
給
金
多
足

　
　

但
七
月
十
二
月
両
度
分
ニ
而
如
斯
、
拾
五
貫
八
百
弐
拾
弐
文
元
高
、
定
式

　
　

無
御
座
候
、
御
上
様
よ
り
御
割
出
次
第
割
合
仕
候
事
、

一
、
弐
文
五
分　
　
　
　
　
　
　
　

壬
辰
繋

一
、
弐
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虫
祭
繋

一
、
弐
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
祭
繋

一
、
四
文
九
分
八
厘
四
毛　
　
　
　

御
下
向
之
節
江
戸
盛
岡
御
雇
賄

　
　

但
四
貫
八
百
六
拾
文
元
高

　

右
ハ
御
上
様
よ
り
御
下
ゲ
分
引
残
り
御
町
割
合
仕
候
、
尤
人
数
ニ
も
寄
逗
留

日
数
ニ
も
寄
、
定
式
御
座
無
候
、

一
、
拾
文
三
分
三
厘
三
毛　
　
　
　

御
掫
駒
下
賄

　
　

但
九
貫
六
百
拾
壱
之
割
合

　

右
ハ
諸
品
値
段
ニ
向
高
下
御
座
候
得
ハ
、
定
式
無
御
座
候
、

一
、
弐
文
四
分
七
厘
壱（

ヵ
）毛　

　
　
　

前
見
世
賃

　
　

但
弐
拾
四
貫
文
閏
月
年
者
弐
拾
六
貫
文
取
立
仕
候
事
、

〆
本
伝
馬
・
駄
賃
伝
馬
・
場
所
伝
馬
外
小
役
場
所
之
通
り
、

　

百
弐
拾
五
文
五
分
八
厘
四
毛
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塩
丁
小
間
壱
間
ニ
付
諸
繋

一
、
弐
文
五
分　
　
　
　
　
　
　
　

壬
辰
繋

　
　

三
口
繋
外
ニ
両
御
神
事
并
不
時
御
人
足
数
人
被
仰
付
候
節
ハ
、
為
相
勤
来

　
　

候
外
諸
役
相
勤
不
申
、

一
、
弐
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虫
祭
繋

　
　

右
同
断

一
、
弐
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
祭
繋

　
　

右
同
断

三
口　

〆
六
文
五
分

裏
町
通
小
間
壱
間
ニ
付
諸
繋
左
之
通
、

一
、
五
分
七
厘
三
毛　
　
　
　
　
　

御
制
札
番
足
留
銭

　
　

但
壱
貫
五
百
文
元
高

　
　

尤
三
貫
文
之
内
壱
貫
五
百
文
御
上
様
よ
り
御
下
ゲ
引
残
り
如
斯
、

一
、
壱
文
壱
分
壱
厘　
　
　
　
　
　

火
ノ
見
櫓
地
代
賃

　
　

但
三
貫
文
元
高

一
、
五
文
七
分
程　
　
　
　
　
　
　

御
広
鋪
御
端
女
給
金
多
足

　
　

但
拾
五
貫
八
百
弐
拾
弐
文
元
高
、
七
月
十
二
月
両
度
分
ニ
而
如
斯
、
右
ハ

　
　

銭
高
定
式
無
御
座
候
、

一
、
弐
文
五
分　
　
　
　
　
　
　
　

壬
辰
繁

一
、
弐
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虫
祭
繁

一
、
弐
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
祭
繁

一
、
五
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使
番
銭
多
足

　
　

三
月
分
多
足
繋

一
、
五
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

　
　

七
月
分
右
同
断

一
、
五
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

　
　

十
一
月
分
右
同
断

〆
裏
町
通
り
状
番
人
足
諸
小
遣
歩
人
足

　

弐
拾
八
文
八
分
八
厘
三
毛

大
図
年
□
よ
り
過
不
足
有
之
候
、

右
之
通
小
間
壱
間
ニ
付
諸
繋
壱
ヶ
年
分
書
上
仕
候
、
以
上
、

　
　
　

午
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋　
　

柴
田
万
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
忠
右
衛
門

　

城
下
の
全
町
内
は
、（
一
）
惣
門
丁
よ
り
廿
三
日
町
中
頃
善
太
郎
居
屋
敷
ま
で
、

（
二
）
廿
三
日
町
中
頃
よ
り
廿
八
日
町
作
十
郎
居
屋
敷
ま
で
、（
三
）
塩
丁
、（
四
）

裏
町
通
の
四
地
域
に
区
分
さ
れ
、
そ
の
賦
課
基
準
は
小
間
と
称
し
た
屋
敷
間
口
一
間

あ
た
り
に
何
文
と
い
う
形
で
金
銭
が
課
け
ら
れ
て
い
た
。
表
町
通
は
（
一
）
と

（
二
）、
お
よ
び
（
三
）
の
三
地
域
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
に
（
四
）
裏
町
通
が
付
け
加

え
ら
れ
て
四
地
域
と
な
る）

12
（

。

（
一
）
惣
門
丁
よ
り
廿
三
日
町
中
頃
善
太
郎
居
屋
敷
ま
で
の
地
域

　

こ
の
町
域
は
城
下
の
表
町
通
（
本
町
通
）
の
惣
門
丁
（
別
称
新
荒
町
）、
荒
町
、
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表 2  町経費一覧 1 　
（1）惣門町より廿三日町中頃善太郎居屋敷まで　

（4）裏町通　（2）廿三日町中頃より廿八日町作十郎居屋敷まで　

（3）塩丁

町　経　費　種　類
小間一間あたり

文

1 御町堰普請、相撲請負 29.44

2 四月分使番給銭 15.285

3 八月分右同断 15.285

4 十二月分右同断 15.285

5 蝋燭繋 5

6 堰御検分御賄入方 9.618

7 御制札番足留銭 0.573

8 火ノ見櫓地代賃 1.11

9 御広鋪御端女給金多足 5.7

10 壬辰繋 2.5

11 虫祭繋 2

12 風祭繋 2

（実計算合計） 103.796

合　　　計 107.796

町　経　費　種　類
小間一間あたり

文

1 御制札番足留銭 0.573

2 火ノ見櫓地代賃 1.11

3 御広鋪御端女給金多足 5.7

4 三月分使番銭多足 5

5 七月分同断 5

6 十一月分同断 5

7 壬辰繋 2.5

8 虫祭繋 2

9 風祭繋 2

（実計算合計） 28.883

合　　　計 28.883

町　経　費　種　類
小間一間あたり

文

1 御町堰御普請、相撲請負 29.44

2 使番給銭四月分 15.285

3 八月分右同断 15.285

4 十二月分右同断 15.285

5 蝋燭繋 5

6 堰御検分御賄入方 9.618

7 御制札番足留銭 0.573

8 火の見櫓地代賃 1.11

9 御広敷端女給金多足 5.7

10 壬辰繋 2.5

11 虫祭繋 2

12 風祭繋 2

13 御下向之節江戸盛岡御雇賄 4.984

14 御掫駒下賄 10.333

15 前見世賃 2.471

（実計算合計） 121.584

合　　　計 125.584

町　経　費　種　類
小間一間あたり

文

1 壬辰繋 2.5

2 虫祭繋 2

3 風祭繋 2

（実計算合計） 6.5

合　　　計 6.5
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廿
三
日
町
中
頃
の
町
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
一
二
種
類
の
経
費
が
課
け
ら
れ
、

小
間
一
間
あ
た
り
を
基
準
に
し
て
経
費
の
種
類
に
応
じ
て
金
銭
が
賦
課
さ
れ
た
。
御

町
堰
御
普
請
・
相
撲
請
負
の
場
合
は
、
二
九
文
四
分
四
厘
の
割
合
で
課
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
他
の
項
目
を
含
め
た
経
費
合
計
は
一
〇
七
文
七
分
九
厘
六
毛
（
実
計
算
一
〇

三
・
七
九
六
文
）
と
な
っ
て
い
た
。

　

一
二
種
類
の
経
費
は
、
御
町
堰
御
普
請
・
相
撲
請
負
、
四
月
分
使
番
給
銭
、
八
月

分
使
番
給
銭
、
一
二
月
分
使
番
給
銭
、
蝋
燭
繋
、
堰
御
検
分
御
賄
入
方
、
御
制
札
番

足
留
銭
、
火
ノ
見
櫓
地
代
賃
、
御
広
敷
端
女
給
金
多
足
、
壬
辰
繋
、
虫
祭
繋
、
風
祭

繋
の
項
目
で
あ
る
。
こ
の
町
域
は
、（
二
）
の
町
域
と
比
べ
る
と
、
御
下
向
之
節
江

戸
盛
岡
御
雇
賄
、
御
掫
駒
下
賄
、
前
見
世
賃
の
三
種
類
の
経
費
（
合
計
一
七
・
七
八

八
文
）
は
負
担
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
分
負
担
は
軽
減
さ
れ
て
い
た
。（
二
）
地
域
と

比
べ
て
経
費
負
担
力
が
や
や
劣
る
と
み
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
廿
三
日
町
中
頃
よ
り
廿
八
日
町
作
十
郎
居
屋
敷
ま
で
の
地
域

　

こ
の
町
域
は
表
町
通
の
廿
三
日
町
中
頃
、
十
三
日
町
、
三
日
町
、
八
日
町
、
十
八

日
町
、
廿
八
日
町
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
一
五
種
類
の
経
費
が
課
け
ら
れ
、

小
間
一
間
あ
た
り
を
基
準
に
し
て
賦
課
さ
れ
た
経
費
の
合
計
は
一
二
五
文
五
分
八
厘

四
毛
（
実
計
算
一
二
一
・
五
八
四
文
）
と
な
っ
た
。

　

こ
の
町
域
は
木
綿
屋
や
造
酒
屋
な
ど
と
い
う
藩
を
代
表
す
る
豪
商
が
店
を
張
り
、

城
下
で
は
最
も
経
済
的
力
が
高
い
地
域
で
あ
っ
た
の
で
、
他
の
町
内
に
比
べ
て
多
く

の
種
類
の
経
費
が
課
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
は
町
役
の
伝
馬
を
負
担
す
る
「
本

伝
馬
通
」
で
も
あ
っ
た
。
諸
掛
書
繋
書
上
に
は
、「
本
伝
馬
・
駄
賃
伝
馬
・
場
所
伝

馬
外
小
役
場
所
之
通
り
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
伝
馬
や
駄
賃
伝
馬
、
場
所

伝
馬
と
い
う
種
類
の
伝
馬
の
負
担
も
課
さ
れ
て
い
た
。

　

一
五
種
類
の
経
費
は
、
御
町
堰
御
普
請
・
相
撲
請
負
、
四
月
分
使
番
給
銭
、
八
月

分
使
番
給
銭
、
一
二
月
分
使
番
給
銭
、
蝋
燭
繋
、
堰
御
検
分
御
賄
入
方
、
御
制
札
番

足
留
銭
、
火
の
見
櫓
地
代
賃
、
御
広
敷
端
女
給
金
多
足
、
壬
辰
繋
、
虫
祭
繋
、
風
祭

繋
、
御
下
向
之
節
江
戸
盛
岡
御
雇
賄
、
御
掫
駒
下
賄
、
前
見
世
賃
の
項
目
で
あ
る
。

（
一
）
地
域
の
負
担
と
比
べ
る
と
、
御
下
向
之
節
江
戸
盛
岡
御
雇
賄
・
御
掫
駒
下
賄
・

前
見
世
賃
の
三
項
目
が
入
っ
て
お
り
、
こ
の
経
費
分
こ
の
町
域
の
負
担
は
重
か
っ
た
。

　

経
費
の
具
体
的
な
使
途
に
つ
い
て
触
れ
る
と
、
御
町
堰
御
普
請
は
表
町
通
街
路
に

あ
る
町
堰
の
修
繕
費
、
相
撲
請
負
は
江
戸
抱
え
相
撲
の
力
士
抱
え
代
、
使
番
給
銭
は

庄
屋
の
使
番
の
給
銭
で
あ
る
。
蝋
燭
繋
は
蝋
燭
の
使
途
は
不
明
だ
が
、（
一
）
と

（
二
）
地
域
の
表
町
だ
け
が
負
担
し
て
い
る
か
ら
、
祭
礼
や
藩
主
下
向
時
の
表
町
通

に
釣
り
下
げ
る
提
灯
の
灯
代
だ
ろ
う
か
。
堰
御
検
分
御
賄
入
方
は
堰
検
分
役
人
の
食

料
費
、
御
制
札
番
足
留
銭
は
制
札
場
の
番
人
給
与
代
、
火
の
見
櫓
地
代
賃
は
櫓
借
用

地
の
土
地
代
、
御
広
敷
端
女
給
金
多
足
は
城
中
御
広
敷
に
仕
え
る
女
中
の
給
金
補
助

費
で
あ
る
。

　

当
町
域
の
み
が
負
担
し
た
も
の
で
は
、
江
戸
盛
岡
御
雇
賄
は
藩
主
下
向
行
列
に
雇

う
盛
岡
人
足
の
食
料
費
、
御
掫
駒
下
賄
は
三
日
町
な
ど
の
表
町
で
行
わ
れ
る
掫
駒

（
馬
競
り
市
）
時
の
食
料
費
で
あ
り
、
前
見
世
賃
は
、
後
述
の
中
見
世
賃
が
「
市
立

て
の
本
町
ば
か
り
」
課
け
る
と
あ
る
か
ら
、
本
町
（
表
町
）
で
市
立
て
す
る
際
に
店

前
に
設
え
た
棚
賃
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
費
用
は
表
町
の
み
に
関
わ
り
あ
る
経
費
な
の

で
、
当
町
域
だ
け
に
賦
課
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

  

ま
た
（
一
）、（
二
）、（
三
）、（
四
）
の
四
地
域
が
同
じ
賦
課
基
準
で
共
通
に
負
担

し
て
い
る
経
費
は
、
壬
辰
繋
・
虫
祭
繋
・
風
祭
繋
の
三
種
類
で
あ
る
。
繋
と
は
助
け
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合
う
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、
町
同
士
の
協
力
金
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
費
用
で

あ
る
。
壬
辰
繋
は
年
始
め
の
壬
辰
の
日
に
行
わ
れ
る
火
の
用
心
の
防
火
費
用
、
虫
祭

繋
は
秋
の
虫
送
り
費
用
、
風
祭
繋
は
寺
社
に
お
け
る
天
候
祈
願
費
用
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
ら
の
三
経
費
は
全
町
挙
げ
て
協
力
実
行
す
る
共
同
体
全
体
の
行
事
費
用
で
あ
っ

た
。（

三
）
塩
丁
地
域

　

こ
の
町
域
は
一
町
の
み
で
あ
る
。
塩
丁
は
表
町
通
に
属
す
る
が
城
下
東
端
に
位
置

す
る
町
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
壬
辰
繋
・
虫
祭
繋
・
風
祭
繋
の
三
種
類
の
み
の
経
費

が
課
け
ら
れ
、
小
間
一
間
あ
た
り
の
基
準
は
他
の
三
地
域
と
共
通
の
賦
課
基
準
で
あ

り
、
合
計
は
六
文
五
分
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
合
計
額
は
、
合
計
額
が
多
い
（
二
）

地
域
の
わ
ず
か
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
ほ
ど
に
軽
減
さ
れ
て
い
た
。

  

こ
の
塩
丁
地
域
が
軽
減
さ
れ
た
理
由
は
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
町
家
の
過

密
防
止
の
た
め
に
町
家
地
区
を
新
設
し
た
際
、
新
規
に
誕
生
し
た
町
内
で
あ
っ
た
た

め
、
負
担
の
軽
減
措
置
が
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
新
設
町
内
な
る
が
ゆ
え
に
町
人

の
居
住
も
少
な
く
、
多
種
類
の
負
担
を
賦
課
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

（
四
）
裏
町
通
地
域

　

こ
の
町
域
は
表
町
通
に
属
す
る
（
一
）
と
（
二
）、（
三
）
以
外
の
町
で
あ
り
、
具

体
的
に
は
廿
六
日
町
、
十
六
日
町
、
六
日
町
、
朔
日
町
、
十
一
日
町
、
廿
一
日
町
（
別

称
下
大
工
町
）
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
九
種
類
の
経
費
が
課
け
ら
れ
、
小

間
一
間
あ
た
り
を
基
準
に
し
て
賦
課
さ
れ
た
経
費
の
合
計
は
二
八
文
八
分
八
厘
三
毛

と
な
っ
た
。
裏
町
通
は
小
口
商
い
の
商
人
や
職
人
、
日
雇
い
な
ど
が
居
住
し
て
お

り
、
表
町
通
の
町
内
に
比
べ
て
経
費
負
担
力
が
数
段
劣
っ
て
い
た
の
で
、
七
〜
八
割

は
負
担
が
少
な
か
っ
た
。

　

そ
の
九
種
類
の
経
費
は
、
御
制
札
番
足
留
銭
、
火
ノ
見
櫓
地
代
賃
、
御
広
敷
端
女

給
金
多
足
、
三
月
分
使
番
多
足
銭
、
七
月
分
使
番
多
足
銭
、
一
一
月
分
使
番
多
足
銭
、

壬
辰
繋
、
虫
祭
繋
、
風
祭
繋
の
項
目
で
あ
る
。

　

御
制
札
番
足
留
銭
・
火
ノ
見
櫓
地
代
賃
・
御
広
敷
端
女
給
金
多
足
銭
、
お
よ
び
壬

辰
繋
・
虫
祭
繋
・
風
祭
繋
は
、（
一
）
や
（
二
）
地
域
と
同
じ
負
担
基
準
と
な
っ
て

い
る
が
、
使
番
多
足
銭
だ
け
は
そ
れ
ら
と
違
っ
て
使
番
給
銭
の
不
足
分
を
補
助
す
る

「
多
足
繋
」
と
し
て
賦
課
さ
れ
て
い
る
。

  

以
上
述
べ
た
よ
う
に
共
同
体
と
し
て
の
町
経
費
に
充
て
る
「
諸
繋
諸
掛
」
は
、
町

の
経
済
力
に
応
じ
て
四
地
域
に
分
け
ら
れ
て
費
用
負
担
を
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

多
く
の
経
費
を
負
担
し
た
の
は
廿
三
日
町
中
頃
よ
り
廿
八
日
町
作
十
郎
居
屋
敷
ま
で

の
地
域
で
一
五
種
類
、
次
い
で
惣
門
丁
よ
り
廿
三
日
町
中
頃
善
太
郎
居
屋
敷
ま
で
の

地
域
が
一
二
種
類
、
裏
町
通
地
域
が
九
種
類
、
少
な
い
の
が
新
設
の
塩
丁
地
域
で
三

種
類
で
あ
っ
た
。

　

小
間
一
間
あ
た
り
の
賦
課
金
は
四
地
域
共
通
で
あ
る
が
、
負
担
す
る
種
類
の
数
が

異
な
る
た
め
に
多
く
負
担
す
る
地
域
と
、
少
な
く
負
担
す
る
地
域
が
生
じ
、
合
計
金

額
で
差
が
出
た
。
高
負
担
地
域
の
（
二
）
は
合
計
で
一
二
五
文
余
、
低
負
担
地
域
の

（
四
）
は
二
八
文
余
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
町
域
の
負
担
割
合
は
四
地
域
の
経
済

的
力
に
応
じ
た
措
置
で
あ
る
。
た
だ
残
念
な
の
は
、
町
内
ご
と
の
家
数
の
書
き
上
げ

が
八
戸
城
下
で
は
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
個
々
の
町
内
の
負
担
額
や
全
城
下
の
負

担
額
は
算
出
で
き
な
い）

13
（

。

　

な
お
町
経
費
の
中
で
、
四
地
域
が
共
通
の
賦
課
金
で
負
担
し
た
の
は
、
壬
辰
繋
、
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虫
祭
繋
、
風
祭
繋
と
い
っ
た
年
中
行
事
の
祭
礼
に
関
わ
る
経
費
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

一
町
内
に
限
っ
て
祝
う
行
事
で
は
な
く
、
町
全
体
が
祝
う
た
め
の
祝
祭
行
事
で
あ
っ

た
か
ら
、
賦
課
金
は
同
じ
割
合
で
課
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
後
述
の
火

祭
・
人
形
祭
で
は
、
惣
町
の
負
担
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
負
担
理
由
は
「
古
来
よ

り
の
吉
例
」（「
御
町
諸
繋
銭
定
之
事
」）
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
町
全
体
が

祝
う
祝
祭
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
上
述
の
町
経
費
の
種
類
や
賦
課
割
合
は
、
時
代
に
よ
っ
て
負
担
の
種

類
や
負
担
額
、
負
担
地
域
が
異
な
っ
て
い
た
。
こ
の
天
保
五
年
の
「
書
上
」
か
ら
八

五
年
前
の
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
の
「
諸
繋
諸
掛
」
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
の

で
、
早
い
時
期
の
町
経
費
を
み
て
よ
う
。

　

寛
延
二
年
一
二
月
「
御
町
諸
繋
銭
定
之
事）

14
（

」
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。　

　
　

御
町
諸
繋
銭
定
之
事

一
、
火
祭　

小
間
壱
間
ニ
付　

壱
文
弐
分
当
り　
　

但
し
惣
町
よ
り
出
銭

一
、
人
形
祭　
　

同　
　
　
　

壱
文
当
り　
　
　
　

右
同
断

一
、
使
番
給
銭　

同　
　
　
　

拾
六
文
七
分
当
り　

本
町
計
り
出
銭

一
、
蝋
そ
く
繋　

同　
　
　
　

五
文
当
り　
　
　
　

惣
町
よ
り
出
銭

一
、
火
見
楼　
　

同　
　
　
　

壱
文
四
分
当
り　

本
町
・
裏
町
よ
り
出
セ
ん

一
、
中
見
世
賃　

同　
　
　
　

廿
弐
文
中
り　
　

市
立
候
本
町
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
し
寺
横
丁
・
大
工
町
・
か
ち
丁
除
キ
、

一
、
宗
門
改　
　
　
　
　
　
　

壱
人
四
文
宛

一
、
両
庄
屋
多
足
銭　
　
　
　

拾
五
貫
文　
　
　

御
町
酒
屋
共
よ
り
出
セ
ん

一
、
両
小
走
給
銭　
　
　
　
　

拾
壱
貫
文　
　
　

右
同
断

　

右
繋
之
内
減
少
い
た
し
候
而
も
可
然
筋
吟
味
い
た
し
候
様
、
庄
屋
中
よ
り
仲

間
へ
被
仰
聴
候
間
、
仲
間
打
寄
相
談
い
た
し
候
処
、
人
形
祭
・
火
祭
等
之
義

者
古
来
よ
り
有
来
候
吉
例
ニ
御
座
候
間
難
相
減
、
ろ
う
そ
く
繋
・
使
番
之
義

減
候
而
ハ
、
過
急
な
る
御
用
之
砌
加
番
申
付
候
而
も
、
常
番
と
違
不
案
内
之

事
ゆ
へ
御
用
間
違
ニ
可
罷
成
候
間
、
是
亦
減
か
ね
候
、

右
之
ケ
条
之
趣
者
先
年
乙
名
共
致
吟
味
候
定
目
ニ
御
ざ
候
間
、
前
々
之
通
御
取

立
可
被
成
候
、
已
上
、

　
　
　

寛
延
二
年
巳
十
二
月
廿
四
日　
　
　

酒
役　

三
日
町　
　

市
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
八
日
町　

徳
右
衛
門

表 3  町経費一覧 2

種　　類 負　担　金 負 担 者 備　　考

1 火祭 小間一間あたり　１文２分 惣町

2 人形祭 小間一間あたり　１文 惣町

3 使番給銭 小間一間あたり　16文７分 本町

4 蝋燭繋 小間一間あたり　５文 惣町

5 火見楼 小間一間あたり　１文４分 本町・裏町 寺横丁・大工町・
鍛冶丁除く

6 中見世賃 小間一間あたり　22文 市立ての本町

7 宗門改 １人あたり　４文 全町民

8 両庄屋多足銭 15貫文 町酒屋

9 両小走給銭 11貫文 町酒屋

　

寛
延
二
年
の
町
経
費
は
、
天
保

五
年
と
比
べ
る
と
、
賦
課
さ
れ
る

経
費
の
種
類
も
少
な
く
、
負
担
す

る
町
内
も
大
ま
か
で
あ
っ
た
。

「
御
町
諸
繋
銭
」
と
称
さ
れ
た
町

経
費
は
、
火
祭
・
人
形
祭
・
使
番

給
銭
・
蝋
燭
繋
・
火
見
楼
・
中
見

世
賃
・
宗
門
改
・
両
庄
屋
多
足

銭
・
両
小
走
給
銭
の
九
種
類
が
あ

げ
ら
れ
、
負
担
す
る
町
内
は
、

（
一
）惣
町
、（
二
）本
町（
表
町
）、

（
三
）
本
町
・
裏
町
の
三
地
域
に

単
純
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
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惣
町
と
は
す
べ
て
の
町
内
で
負
担
す
る
こ
と
で
あ
り
、
火
祭
・
人
形
祭
・
蝋
燭
繋

は
惣
町
で
負
担
し
、
使
番
給
銭
は
本
町
の
み
、
火
見
楼
は
本
町
と
裏
町
、
中
見
世
賃

は
「
市
立
す
る
本
町
ば
か
り
」
で
負
担
し
て
い
た
。
ま
た
宗
門
改
に
つ
い
て
は
一
人

四
文
の
割
合
で
全
町
民
が
負
担
し
、
両
庄
屋
多
足
銭
・
両
小
走
給
銭
は
、
町
内
で
は

な
く
町
の
酒
屋
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

天
保
五
年
に
は
本
町
通
（
表
町
通
）
を
三
区
分
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
力
に
応
じ

て
町
経
費
を
負
担
し
た
が
、
こ
の
時
期
は
、
町
経
費
は
、
経
費
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、

城
下
の
全
町
内
が
一
律
に
同
じ
割
合
で
負
担
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
経
費
の

種
類
も
九
種
類
と
少
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
、
全
町
の
一
律
負
担
が
行
わ
れ
た
の
は
、

八
戸
城
下
に
お
い
て
は
、
ま
だ
本
町
通
の
各
町
内
は
そ
れ
ほ
ど
経
済
格
差
が
開
い
て

い
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
使
番
給
銭
だ
け
は
裏
町
は
負
担
せ
ず
本
町
の
み
が
負
担
し
て
い
る
。
こ

れ
は
本
町
の
町
人
が
城
下
を
支
配
す
る
町
役
人
の
庄
屋
に
就
任
し
て
い
た
こ
と
に
関

係
す
る
。
ま
た
中
見
世
賃
は
「
市
立
候
本
町
」
が
負
担
す
る
と
あ
る
。「
市
立
候
本

町
ば
か
り
」
と
は
ど
こ
の
町
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

中
見
世
と
は
、
街
路
中
央
に
開
設
さ
れ
た
店
棚
の
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
っ

た
か
ら）

15
（

、
本
町
の
中
で
も
、
早
く
か
ら
市
日
が
開
催
さ
れ
て
商
業
が
振
興
し
て
い
た
、

三
日
町
や
十
三
日
町
な
ど
の
城
下
の
中
心
地
域
が
「
市
立
候
本
町
」
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
天
保
五
年
の
諸
繋
諸
掛
「
書
上
」
で
い
え
ば
、
そ
れ
は
負
担
が
多
か
っ

た
「
廿
三
日
町
中
頃
よ
り
廿
八
日
町
作
十
郎
居
屋
敷
ま
で
の
地
域
」
に
あ
た
る
。
こ

れ
ら
の
町
域
は
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
の
八
戸
藩
誕
生
以
来
、
城
下
の
中
心
商

店
街
を
形
成
し
て
き
た
町
で
あ
っ
た
の
で
、
町
経
費
を
他
の
町
域
よ
り
も
多
く
負
担

を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

終
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
『
新
編
八
戸
市
史
』・『
青
森
県
史
』
資
料
集
に
収

録
さ
れ
た
延
享
二
年
「
御
町
役
御
伝
馬
諸
人
足
名
目
書
上
覚
」
と
天
保
五
年
諸
繋
諸

掛
「
書
上
」
な
ど
を
使
用
し
て
八
戸
城
下
の
町
役
と
町
経
費
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
を
み
れ
ば
、
八
戸
城
下
の
町
役
に
は
、
伝
馬
役
や
参
勤
交
代
時
の

駕
籠
・
荷
物
持
役
を
は
じ
め
、
城
中
の
諸
雑
役
な
ど
と
い
っ
た
多
種
多
様
な
種
類
の

役
務
が
あ
り
、
各
町
内
で
は
藩
の
求
め
に
応
じ
て
そ
の
労
働
力
た
る
人
足
を
提
供
し

て
い
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
領
内
交
通
や
参
勤
交
代
時
の
人
馬
の
荷
物
輸
送
と
い
っ
た
伝
馬
負

担
が
町
役
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
伝
馬
負
担
は
城
下
表
町
の
中
心
街
が

「
本
伝
馬
通
」
に
指
定
さ
れ
、
こ
こ
で
八
戸
駅
の
継
立
を
行
っ
た
が
、
人
馬
が
不
足

し
た
場
合
は
同
じ
中
心
街
か
ら
「
加
勢
人
馬
」
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
足
り
な
い

場
合
は
周
辺
の
村
々
に
「
加
勢
」
が
命
じ
ら
れ
た
。
町
内
に
関
わ
る
町
役
で
は
、
自

身
番
や
辻
番
、
火
の
見
櫓
番
な
ど
の
役
務
が
あ
っ
た
。

　

一
方
、
町
の
共
同
体
を
維
持
す
る
「
諸
繋
諸
掛
」
の
町
経
費
も
町
内
が
負
担
し
た
。

町
経
費
の
負
担
は
、
町
内
の
経
済
力
に
応
じ
て
町
域
が
四
地
域
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
負
担
が
決
め
ら
れ
た
。
各
町
域
で
は
、
経
費
の
種
類
ご
と
に
小
間
一
間

を
基
準
に
し
て
金
銭
を
拠
出
し
た
。

　

多
く
の
町
経
費
を
負
担
し
た
地
域
は
、
御
用
商
人
な
ど
の
特
権
商
人
が
数
多
く
居

住
す
る
十
三
日
町
・
三
日
町
な
ど
と
い
っ
た
表
町
（
本
町
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
町
域

は
、「
本
伝
馬
通
」
と
し
て
伝
馬
も
負
担
し
て
い
た
。
一
方
、
負
担
が
極
端
に
少
な
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か
っ
た
の
は
、
城
下
端
に
あ
る
新
設
町
内
の
塩
丁
の
み
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
、
町
役
や
町
経
費
の
大
ま
か
な
内
容
に
つ
い
て
は
検

討
す
る
こ
と
は
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
史
料
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
城
下
の
町

内
や
そ
の
構
成
員
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
形
で
役
負
担
を
し
て
い
た
か
、
そ
の
具
体
的

内
容
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
究
明
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
新
た
な
史
料
発
掘
を
待
つ
こ

と
に
す
る
。

註（
1
）
長
谷
川
成
一
編
『
弘
前
城
下
史
料
』
上　

北
方
新
社
、
一
九
八
六
年

（
2
）
拙
著
『
南
部
八
戸
の
城
下
町
』（
伊
吉
書
院
、
一
九
八
三
年
）
に
は
記
述
し
て
い

な
い
が
、
近
年
刊
行
の
拙
著
『
城
下
町
南
部
八
戸
の
歴
史
』（
伊
吉
書
院
、
二
〇
一

九
年
）
で
は
若
干
の
考
察
を
試
み
た
。

（
3
）「
御
巡
見
様
御
通
之
節
所
々
御
尋
之
時
分
申
上
候
御
答
覚
帳
」、『
青
森
県
史
』
資

料
編
近
世
五
（
青
森
県
、
二
〇
一
一
年
）
99
ｐ

（
4
）
工
藤
祐
董
編
『
八
戸
藩
法
制
史
料
』（
創
文
社
、
一
九
九
一
年
）
247
ｐ

（
5
）『
新
編
八
戸
市
史
』
近
世
資
料
編
Ⅰ
（
八
戸
市
、
二
〇
〇
七
年
）
301
ｐ

（
6
）
松
本
四
郎
『
城
下
町
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）
89
ｐ
。
盛
岡
城
下
で
は
、

小
間
七
間
に
て
一
軒
屋
敷
と
定
め
る
と
『
見
聞
随
筆
』
上
（
岩
手
史
叢
第
六
巻
、
岩

手
県
文
化
財
愛
護
協
会
、
一
九
八
三
年
）
406
ｐ
に
見
え
て
い
る
。
た
だ
八
戸
城
下
の

表
間
口
は
、
元
治
元
年
一
二
月
大
火
の
焼
失
家
屋
の
平
均
間
口
で
は
、
表
町
の
中
心

街
は
四
間
強
で
あ
っ
た
が
、
裏
町
は
三
間
半
と
狭
か
っ
た
の
で
、
盛
岡
の
よ
う
な
小

間
七
間
を
基
準
と
し
た
か
ど
う
か
は
、
今
後
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

（
7
）
前
掲
『
城
下
町
』
86
ｐ
、
前
述
の
長
谷
川
成
一
「
弘
前
城
下
に
つ
い
て
」　

参
照

（
8
）
前
掲
『
青
森
県
史
』
資
料
編
近
世
五
526
ｐ

（
9
）
松
本
四
郎
「
城
下
町
変
質
の
構
図
―
奥
州
盛
岡
の
場
合
」（
都
留
文
科
大
学
大
学

院
紀
要
第
二
三
集
、
二
〇
一
九
年
）
は
、
盛
岡
城
下
の
事
例
と
し
て
借
家
層
の
展
開

と
町
々
の
変
化
の
状
況
に
つ
い
て
論
ず
る
。

（
10
）
元
治
元
年
四
月
八
日
条
八
戸
藩
目
付
所
日
記
。
同
日
記
は
勘
定
所
日
記
を
含
め
て

八
戸
市
立
図
書
館
所
蔵
八
戸
南
部
家
文
書

（
11
）
前
掲
『
新
編
八
戸
市
史
』
近
世
資
料
編
Ⅰ
302
ｐ

（
12
）
町
経
費
と
や
や
異
な
る
地
域
区
分
に
、
藩
が
抱
え
相
撲
策
を
取
っ
た
際
の
町
負
担

の
地
域
区
分
が
あ
る
。
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
三
月
九
日
条
八
戸
藩
目
付
所
日

記
に
よ
れ
ば
、
抱
え
相
撲
の
町
負
担
金
は
、
城
下
町
内
を
さ
ら
に
細
分
化
し
、
五
地

域
に
分
け
て
負
担
金
を
賦
課
し
て
い
る
。
①
惣
門
丁
よ
り
廿
三
日
町
中
頃
ま
で
は
表

口
一
間
に
つ
き
金
三
両
、
②
廿
三
日
町
中
頃
よ
り
八
日
町
中
頃
ま
で
は
五
両
、
③
八

日
町
中
頃
よ
り
廿
八
日
町
ま
で
は
三
両
、
④
六
日
町
よ
り
寺
横
丁
・
大
工
町
ま
で
は

三
両
、
⑤
そ
の
他
裏
町
は
二
両
で
あ
っ
た
。
一
番
負
担
が
大
き
か
っ
た
の
は
、
町
経

費
と
同
様
に
廿
三
日
町
中
頃
よ
り
八
日
町
中
頃
ま
で
の
地
域
で
あ
る
。

（
13
）
小
間
一
間
あ
た
り
の
賦
課
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
れ
ば
、
こ
れ
に
町
内
の
持
家
戸

数
を
掛
け
合
わ
せ
る
と
町
内
の
負
担
金
額
が
算
出
さ
れ
、
さ
ら
に
城
下
の
全
戸
数
を

掛
け
合
わ
せ
る
と
城
下
全
体
の
負
担
額
が
判
明
す
る
。
し
か
し
、
八
戸
城
下
に
は
町

内
戸
数
の
記
録
が
な
い
た
め
、
町
内
や
城
下
の
負
担
額
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
町

内
の
戸
数
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
城
下
の
火
災
記
事
か
ら
町
内
が
全
焼
し
た
際
、

町
内
の
家
屋
数
を
割
り
出
す
ほ
か
に
は
今
の
と
こ
ろ
手
立
て
が
な
い
。
火
災
記
事
に

よ
っ
て
は
、
元
治
元
年
四
月
の
八
日
町
の
火
事
の
よ
う
に
、
持
家
と
借
家
を
区
別
し

て
書
き
上
げ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

（
14
）「
永
歳
目
安
録
」
収
録
、
前
掲
『
青
森
県
史
』
資
料
編
近
世
五
321
ｐ

（
15
）
前
掲
『
見
聞
随
筆
』
上
の
「
市
立
之
図
」
410
ｐ
に
「
中
見
世
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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）


